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第1762回例会
令和５年６月15日（12：30～13：30）

○ソング
　◦我等の生業
○スマイルBOX
　◦高畠裕会長（西山よしえ様、本日はようこそおいでくださいました。一緒にロータリーを楽しみましょう。

また本日回顧をいただきました委員長の皆様、ありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（仮入会の西山よしえ様、入会をお待ちしてます。本日発表の皆様ご苦労様です。）
　◦吉田充会員（水の谷工藝　西山社長、RCを一緒に楽しみましょう。野球愛好会の活動にご協力いただいた

皆様、一年間ありがとうございました。）
　◦松永紀男会員（水の谷工藝、西山様ようこそ。すみません、所用のため中座させていただきます。）
　◦金田昇会員（各委員長、回顧報告ありがとうございました。西山さんようこそ。入会を楽しみにしていま

す。）
　◦山田顕一郎会員（誕生日のお祝いありがとうございました。40代最終年になりました。）
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▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300



本日のプログラム

第1762回例会 令和５年６月16日（２）

■会長の時間 高畠裕会長
　皆さん、こんにちは。今日はなんか
いくらか出席が少ないような感じはし
ますが、元気にやってまいりたいと思
います。まず初めに、お客様のご紹介
をしたいと思います。中島村で「水の
谷工藝」さんを経営しております代表
の西山よしえ様でございます。西山様

には、後程こちらの演台のほうで簡単にご挨拶をいた
だきたいと思います。こちら吉田充パスト会長のご紹
介ということで、本日お見えになっております。ま
た、佐藤礼子さんも今お話を伺ったところ、随分慣れ
てきたということで安心しております。是非、女性の
会員の方も増えてまいりますので、楽しんでいきた
いなと考えております。どうぞよろしくお願いしま
す。ということで、時事ネタにはなるんですが、未だ
にコロナ禍にあります。その中で、福島県内でも意外
とニュース報道はしてないので、皆さんもちょっと意
識が薄れてるかもしれませんが、今でも福島県内では
やはり300人強の方がコロナに感染しておられるよう
な状況にあります。私の知人でも3人ほど感染されて
たり、あるいは小中学校でも未だに感染してる方がい
らっしゃいます。皆様、十分お気をつけいただいてお
過ごしください。ということと、それと同時に梅雨入
りもしまして毎日じめじめした日々が続いております。
気温の寒暖差がありまして体調不良など起こしますの
で、体に気を付けていただきたいなというふうに思っ
ております。しかし、この梅雨入りということも含め
て日本の四季は素晴らしいなと。春には花が咲き、夏
には蝉が鳴き、秋には葉が色づいた落ち葉になり、そ
して冬には雪が降るという。こんな素晴らしい季節を
持った国、日本なかなか本当に素晴らしい国だなと改
めて感じるところであります。そんな中、岐阜県では
自衛隊の演習場で訓練候補生が発砲して二人の方が亡
くなり、一人が怪我をするという痛ましい事件が起き
てたり、あるいは長崎県では県議選に警察官が食パン
を2斤貰って書類送検されるというふうな、本当に日
本がちょっとおかしくなってるのかなというふうな感
じのネタもございますので、本当に皆さん我々含め気
を付けてまいりましょう。そして、ロータリーが日本
の皆さんの為に、そして世界の皆さんの為に幸せを届
けられる、そんな団体であり続けることに期待を申し
上げたいと思います。また、そんな中でロータリーネ
タではありますが、わたくし回顧文を今作っておりま
して、その回顧文を作ってますと、一年間にあった事
業などいろいろ思い起こします。一年間ではあります
が、そんな中でロータリーだけでもかなりの事業数。
そして、充て職の出席した回数そういったものを数え
ますと、本当に一年間これ程沢山の事業に参加してき
たのかなというふうに改めて感じるところではありま
すが、これもやはり会長として一年間、そういった事
業に参加させていただいて充実した内容を送らせてい
ただいたことも、一つ私自身の成長と勉強になったと
いうふうに思っております。これから皆さんにおかれ
ましてもそういった場面に出くわすかもしれませんが、
皆さんも何かの形でそれが勉強になってる自分の成長

に繋がってると思って考えていただければ幸いでござ
います。昨日、メンバーであります鈴木浩一郎君の所
にちょっと顔出しに行きました。どうですか、ロータ
リーのほう慣れましたかというふうなお話をして、な
るべく会員の皆さんの所に顔を出すようにはしてるん
ですが、浩一郎君もなんか近々フランスのほうに行く
ようで、会長幹事慰労会の日には戻って来れると思い
ますので、そちらのほうで参加させていただきますと
いうふうなお言葉いただいてまいりました。皆様もい
ろいろお仕事だったり会合だったりあると思いますが、
ロータリーの例会になるべく出席をしていただきまし
て、先日の卓話では中目パスト会長から本当だと例会
休む時には会長に断ってから休まないといけないんだ
よとお話がありましたとおり、私に今のところ断って
休んでる方一人もいません。是非、休まれる方は私に
お断りをいただいて休んでいただけるといいのかなと
いうふうに思っております。そんなことで、今日も一
年の回顧を各委員長さんから発表していただきますが、
本当にいろいろお世話になりました。各委員長さんの
思いを、こちらのほうでお話をいただければなという
ふうに思っております。本日もどうぞよろしくお願い
します。

◦来賓のご紹介 吉田充会員
　皆さん、こんにちは。仮入会という
ふうな形でご紹介させていただきます。
西山よしえさん。中島村のほうで「水
の谷工藝」という看板と広告デザイン
という形で業務を営んでおります。先
代の社長には私、若い時からお世話に
なり、大変いろんな事を教えていただ

きました。それがあった部分で、今回西山社長のほう
に白河西ロータリークラブに入って一緒に勉強しませ
んかというふうなお話をしたところ、是非参加させて
ほしいというご意思がありましたので、今日ご紹介さ
せていただきます。勤務先は中島村になります。それ
と、職業分類は広告デザインという形でやらさせてい
ただければなというふうに思います。自宅のほうが
矢吹町のほうに住んでおりまして、ご家族がご主人
と娘さんが3名とお母さんが一緒に同居してる部分で
す。中島村は元々お父さんの会社だったので、勤務先
は中島村になります。趣味が、バレーボール観戦。そ
れと、結婚記念日が6月5日。2006年と書いてあります
ので、後で向こうのほうに掲示しておきますので、皆
さん目を通していただければなというふうに思います。
そんなところで、これからも女性会員を増やしていく
べく、会員皆さんが一緒になって頑張っていきたいと
思いますので、これから西山さんの活躍に期待したい
と思いますのでよろしくお願いします。



第1762回例会 令和５年６月16日（３）

◦水の谷工藝株式会社　代表取締役社長
 西山よしえ様

　改めまして、こんにちは。中島村で
広告デザイン業を営んでおります「水
の谷工藝株式会社」代表取締役社長の
西山よしえでございます。私の父が50
年前に看板屋として創業しまして約4
年前に引き継ぎして、現在は販促物の
デザインを主に広く担当させていただ

いております。コロナ禍を境に新商品でありましたり、
新事業というところで見えるところでのブランディン
グというところをお手伝いさせていただいてるという
ところが多くございます。また、父の代から水の谷工
芸という所でお世話になっております企業様も多くい
らっしゃいます。本当にありがとうございます。地域
貢献できる会社にはまだまだちょっと至らないかなと
いうふうに感じておりましたので、諸先輩方から沢山
学んで自己成長していければなというふうに考えてお
りますので、どうぞご指導よろしくお願いいたします。

■幹事報告 車田裕介幹事
◦ガバナー　右近八郎、次期地区研修リーダー　芳賀

裕：2023－24年度「クラブ研修リーダー研修セミ
ナー」開催について（招集）

◦国際ロータリーデータサービス部：2023年7月クラ
ブ請求書のための準備

◦米山記念奨学会事務局　柚木裕子：ハイライトよね
やま279号

◦須賀川ロータリークラブ会長　藤田元：須賀川RC
創立60周年記念式典参加の御礼

◦白河ユネスコ協会会長　小野利廣：令和5年度白河
ユネスコ協会総会資料について（送付）

◦ガバナーエレクト　右近八郎、RLI委員長　佐藤榮
郎：ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）第
6期パートⅠ開催のご案内

◦右近ガバナーエレクト事務所：クラブのHPについ
てのお伺い

◦白河市国際交流協会会長　内藤義久：令和5年度白
河市国際交流協会総会資料の送付並びに会費納入の
お願い

◦白河赤十字奉仕団委員長　安澤荘一：街頭献血キャ
ンペーンへの協力について（依頼）

■本日のプログラム
一年回顧（小委員会）
◦親睦活動委員会 大住由香里委員長

　皆さん、こんにちは。親睦活動委員
会の委員長を仰せつかっておりました
大住由香里です。一年の回顧というこ
とで振り返ってみました。本年度の親
睦活動委員会は、副委員長に吉成真五
郎会員。委員に、島田修一会員、根本
あゆみ会員、鶴丸彰紀会員、大竹憂子

会員、増子国安会員、瀬谷隆志会員、永山龍太郎会
員、白岩修一会員、鈴木浩一郎会員、長克則会員の総
勢12名のメンバーで一年間行ってまいりました。誕生
日のお祝いには、福祉の観点からこころみ学園のワイ
ン醸造場でありますココファームワイナリーのジュー
スを。結婚記念日にはロータリーの商品券を選ばせて

いただきましたが、反省としまして結婚記念日はやは
り奥様が手に取って貰って喜んでいただける物を提供
したほうが私的には良かったのかなと思いました。郵
送させていただいたりもしたんですけれども、リアル
なタイムにケーキだったりとか、そういう記念品が届
くという喜びが奥様のほうにはあったのかなと思いま
して、今後の課題として次年度に申し送りをしていけ
ればなと思っております。納涼例会だったんですけれ
ども、瀬谷ビルのほうで行わせていただきました。こ
れはコロナ感染予防対策として屋外という形で実施を
強行しまして、その後の大きな問題もコロナ感染とい
う形で問題も出ることなく皆さんに楽しんでいただけ
たことは、瀬谷ビルさんの階段を何往復もして準備を
してくださった会員の皆様も喜びもひとしおだったこ
とだと思います。クリスマス例会におきましても、準
備の段階で全員が出席してくださいまして、その他に
も買い出しツアーとかというものを企画しまして、委
員会全員でプレゼントを一斉に購入するという、皆さ
ん現役で働いている方々なので、お忙しい中でという
形の購入という形で出来たのかなと思いまして、そう
いうことで心強く感じていた時間でした。クリスマス
例会当日にも、お子さんを楽しめる会を運営できて、
私的には笑い声が絶えない状況であったことは、本当
に委員長として胸を撫でおろすと共に感謝でいっぱい
な気持ちでした。委員長としては本当に力不足な中で
はありましたが、他のメンバーさんに支えられていた
だきながら無事今年度を終えることができます。この
場をお借りして委員会の皆様にお礼を言いたいと思い
ます。ありがとうございました。そして、今月末には
会長幹事慰労会もございますので、委員会の協力も去
ることながら会員の皆様の出席のご協力を持って締め
くくりたいと考えておりますので、多くの参加をお願
いいたしまして一年の回顧とさせていただきます。本
当に一年間、ありがとうございました。

◦シスター委員会
 （須藤正樹委員長）代読 車田裕介幹事

　シスター委員会ということで、本来
でしたら須藤委員長がここに来てお話
するところではあるんですが、ちょっ
と主事情により来れないということ
で、代わりにお話させていただきたい
と思います。シスター委員会は今年は
特に米沢中央ロータリークラブさんと

の交流が大きな事業でありました。ゴルフに行ったり
だとか、あとは向こうの米沢さんの例会に参加した
り、こちらの例会にも来ていただいたりと、非常に親
密な交流を図ることができたのかなというところで、
そこが一番大きなところだったと思います。次年度も
いろんな姉妹クラブさんとの交流等もあると思います
ので、そちらにもまた力を入れてやっていくようにな
るのかなと思っております。あと、須藤委員長からは
本日ちょっとご挨拶できないということで、様々な事
情によってちょっと参加とかできなくて申し訳ありま
せんでしたということで、会員の皆様にはメッセージ
承っておりましたので、そういう事で皆様ご了承いた
だければと思います。



第1762回例会 令和５年６月16日（４）

◦会員増強委員会
 （桜岡敏之委員長）代読 車田裕介幹事
　桜岡委員長、本日ちょっとどうしても所用の為参
加できないということで、私のほうで代読させてい
ただきます。本年度は純増、男性会員2名、女性会員4
名、合計6名を目標に掲げましたが、結果男性会員2名
の増員となり、目標の会員増強を達成することはでき
ませんでした。新入会員をご紹介いただきました皆様
には、改めて感謝いたします。ありがとうございまし
た。来年度以降、女性会員が1名でも増えますことを
ご祈念し回顧といたしますということです。代読させ
ていただきます。

◦職業奉仕委員会
 （吉野敬之委員長）代読 車田裕介幹事
　吉野委員長ちょっと所用により参加できないとい
うことで、私のほうで代読させていただきます。今
年度、職業奉仕委員会は高畠会長の「想像しよう未来
のロータリー　創造しようこれからのクラブ」という
テーマのもと、職業奉仕の神髄であるロータリアンは
日々の仕事を通して生きる力の根本である自らの道徳
的能力を高め、それを社会に反映させるということを
責務と考えて努力しているということの実践に向けて
活動する予定でしたが、十分な活動が出来なかったと
反省しております。唯一皆様にご提供できたことは、
金田副委員長の職業奉仕卓話だったかと思います。一
年間、委員会メンバーに支えられ、力不足では何かと
その任を終わらせることができましたので、支えてい
ただいた委員会メンバー、会長、幹事に心より感謝し
て回顧とさせていただきますということでいただいて
おります。代読させていただきました。

◦国際奉仕委員会 諸橋和典委員長
　皆さん、こんにちは。国際奉仕委員
会の委員長の諸橋です。2022－23年の
活動回顧をさせていただきます。国際
奉仕委員会は、委員長はわたくし。副
委員長が、矢田部錦四郎さん。委員
に、富永章さん、遠藤敦さんの4名で
活動を行いました。年度当初はコロナ

禍にかまけて、非常に個人的な国際奉仕活動してたん
ですが、年が明けて忙しくなりまして、2月の担当例
会におきましては、白河在住のウクライナ女性に2名
来ていただき、ウクライナ情勢を一般市民の立場とし
てお話いただきました。また、ウクライナロータリー
クラブの女性会長とフェイスブックで繋がり、メール
のやり取りやズームでの面談を行いましたが、例会で
のズーム参加を予定してたんですけど、言葉の問題を
クリアできず断念しました。機会があればまたトライ
してという、国際的な卓話というのにちょっと挑戦
していきたいと思います。3月になりまして、35周年
記念で行ったランドセルを海外に送る事業というもの
を、ＮＧＯの「ジョイセフ」という所を通して行って
たんですが、そこから今年もどうですかというような
ことが来まして、そちらを再度行うことを急遽決定し
ました。短期間の募集でしたが、約200個のランドセ
ルが集まりＮＧＯ「ジョイセフ」に送ることができま
した。こちらは9月頃にアフガニスタンの子供たちに
送る予定となっております。ランドセル入れる物が

ちょっとなくて探しまして、こちらのフレコンバック
というのに入れました。一袋で大体32個から34個くら
い入ります。これが集めたランドセルです。こちらは
非常に綺麗です。というのは、子供たち多分そこら辺
寄らずに帰るのと、送り迎えしてたりということで、
とても6年間使ったようには見えないようなランドセ
ルです。たまたま中学校3年生の英語の教科書にラン
ドセルを送るというような話が載ってるんですね。と
いうことで、中学生にとっては国際的な事に興味を
持ったり、自分の使ったランドセルが国際的に役立っ
てるんだなという気持ちがわかって、非常に良い事業
だと思いました。ただ、東京に送ったり、あと東京か
らアフガニスタンに送ったりする送料こちらで負担し
なきゃいけないので、数が集まるとかなりの出金に
なってしまうということで、急遽決まった事業であ
り、非常に予算を使ってしまったという事をお詫び申
し上げたいと思います。次年度も何故かわたくし国際
奉仕委員会委員長ということになりましたので、でき
れば継続してやっていきたいと思いますのでよろしく
お願いいたします。それからもう一点。ＩＴ委員会で
このようなズーム例会、ハイブリット例会をやってる
んですけども、なかなか視聴者が少ないというところ
と、是非こういった携帯電話の画像とかも出せるよう
になってますので、そういった事で利用していただけ
ればありがたいなと思いますので、よろしくお願いい
たします。

◦クラブ会報委員会 山田顕一郎委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ会報委
員会委員長を務めました山田です。今
年度、クラブ会報委員会は、副委員長
に池田会員。委員に永野パスト会長、
渡部勝也会員という体制で活動しまし
た。大変重鎮の皆さんに囲まれて恐縮
でございました。月ごとにメンバーを

割り振りさせていただいて例会の撮影。また、印刷前
の原稿チェックも皆様の委員のご協力、本当にありが
とうございました。おかげをもちまして、滞りなく毎
週発行することができました。最近のここ近年の物価
高騰の影響を考慮しまして、長年同額でありました記
憶にある限りずっとここ何年も100万円であった委員
会の予算のほうを5万円程増額させて申請させていた
だいたんですけども、それに関してもスムーズにご承
認いただきまして理事会の皆様、大変ありがとうござ
いました。個人的な感想としましては、3年前にクラ
ブ会報委員として活動したことあったんですけども、
その頃より世間的にもコンプライアンス意識みたいな
のも高まったようなこともありまして、印刷物として
残る物を編集ということで、これから益々重要という
か意義のある委員会になっていくんだろうなと思って
おります。一年間勉強させていただき、本当にありが
とうございました。

◦青少年奉仕委員会
 （堀田一彦委員長）代読 車田裕介幹事
　堀田委員長ちょっと今日所用で出席叶わないという
ことで、私のほうで代読させていただきます。青少年
奉仕委員会、本年度はコロナ禍の影響で中止となって
いたＣＫＢ野球大会を3年ぶりに開催することができ
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ました。神奈川県の逗子開成中学校にも出場いただき
大いに盛り上がりました。青木先生をはじめとする実
行委員会の皆様、後援団体、企業の皆様に心より感謝
いたします。また1月28日には、白河第一、第二小学
校　による音楽の祭典を開催することができました。
コロナ禍で演奏の機会が激減していた、白河中央中学
校と第二中学校の器楽、合唱クラブの皆様にコミネス
大ホールで多くの観衆の前で演奏していただきまし
た。これも多くの皆様のご協力のおかげです。ご協力
いただいたすべての皆様に感謝し、一年回顧とさせて
いただきます。ありがとうございました。

◦ＳＡＡ
 （青木大委員長）代読 車田裕介幹事
　ＳＡＡの回顧。青木ＳＡＡが本日ちょっと所用で来
れないということで、私代読させていただきます。本
年度ＳＡＡは、ＳＡＡ青木大。副ＳＡＡに居川孝男会
員、鳴島三夫会員、石部辰雄会員、堀田一彦会員の5
名で、担当月、担当日を決めて一年間運営してまいり
ました。例会はコロナも落ち着いてきたため、予定さ
れたものを開催できて良かったと思います。一年間、
ありがとうございます。

◦ゴルフ愛好会
 （堀田一彦委員長）代読 車田裕介幹事
　ゴルフ愛好会の堀田会員、本日難しいということで
私のほうで代読させていただきます。本年度は、年4
回の公式コンペと初打ちコンペ。10月4日には、姉妹
クラブの米沢中央ロータリークラブさんとの交流親睦
コンペを開催しました。すべてのコンペも無事に終了
することができ、参加ご協力いただいた皆様に感謝い
たします。ありがとうございました。

◦野球愛好会 吉田充監督
　野球愛好会の一年回顧のご報告いたします。野球愛
好会、2年間主幹クラブとして東北大会を管轄しなく
てはならなかったんですが、コロナ禍の中、2年間で
きなかった。3年目に入って今年度ようやく東北大会
を、主幹で高畠会長のもとやらせていただいたという
ことでございます。本当にありがたいなというふうに
思います。3年ぶりにやらせていただいたわりにはと
いう言い方変ですけども、各参加していただいた東北
のロータリークラブのメンバーさん方から、設営に関
して大変満足いただいて、こういう親睦の懇親会は初
めてだとか、良かったとか、そういうお声を何人かの
方からいただきました。高畠ロータリークラブのメン
バーの一人は、あまりにも機嫌が良くなりすぎてかな
りお酒を飲んで私らも付き合ったんですが、次の日試
合にならないくらい酔っぱらってしまって、高畠ロー
タリークラブの方々から白河西ロータリーさんあまり
にも飲ませすぎて私らの会員が一人、車でダウンして
ますというふうなことを朝ご報告受けて、申し訳ござ
いませんでしたという謝った記憶がございます。そん
な中、親睦委員会の皆さん中心になり、白河西ロータ
リークラブのメンバーの皆さんにあの場を盛り上げて
もらった部分というのは、私が監督になって初めての
大会だったので、凄くありがたいなと本当に感謝して
おります。なかなかそういう機会回ってこないんです
が、3年間も監督をやっているとそういうの1回ぐらい

あっても良かったのかなというふうに今は思ってます
が、まあ大変でございました。でも、本当に親睦委員
会、大住委員長に担当でやってもらって、あゆみちゃ
んもそうだし、高畠会長もそうだし、いろんなメン
バーさんから、ご協力をいただいてやらさせてもらっ
た。それに対する東北のロータリアンから、すごいと
いうふうに言われたのは皆さんのお力があったからだ
と思ってます。本当にありがたかったです。また、今
年もいろんな部分で野球愛好会頑張って今もいって
ますし、これから今年度最終的に6月25日に甲子園大
会。それが今、野球愛好会のメンバーが一丸となって
何とか一勝しようという部分で頑張っております。こ
んなことで、一年間本当に思い出に残る愛好会活動が
できたかなというふうに思ってます。本当に皆さんに
感謝して、一年の回顧にしたいと思います。

◦歴史文化研究愛好会
 （関谷亮一委員長）代読 車田裕介幹事
　関谷会長が本日出席叶わないということで、私のほ
うで代読させていただきます。歴史文化研究愛好会と
いたしましては、昨年12月1日、狛犬探訪を行いまし
た。東の神宮寺において移動例会を行い、神宮寺住職
様より狛犬について説明を受けました。会員20数名の
出席をいただきました。ありがとうございました。

◦スキー愛好会 佐藤幸彦会長
　スキー愛好会から報告をさせていた
だきます。コロナの為に2年間中止であ
りました、恒例の蔵王温泉スキー場で
の天童ロータリークラブさんを中心と
する交流会が、今年度無事行われまし
た。2月25、26日でございましたが、
当ロータリークラブの関係者は、金田

昇会員、鈴木孝幸会員、鶴丸彰紀会員、あとオブザー
バーの遠藤哲弥様とあとわたくしですが、当日、本当
は青木大ファミリーが参加する予定でしたが、ちょっ
と急遽来れなくなったということで一部屋空いてし
まったものですから、急遽私の女房も連れていきまし
て行ってまいりました。また、白河ロータリークラブ
さんからも齋藤正明会員、溝井正行会員が出席してい
ただきました。天童ロータリークラブ様の関係者は懇
親会を含め19名でして、合計27名での夜の宴会をする
ことができました。昼間は蔵王温泉スキー場で頂上ま
で行って、恒例の地蔵様の前で全員で記念写真を撮る
ことができました。今年は例年よりも積雪量が少な
く、樹氷もすごく小さいような感じがいたしました。
夜はいつもの「ヴァルトベルク」に宿泊しまして、次
の日も滑走し、また温泉を楽しむ事ができました。と
いうことで、スキー愛好会の報告になります。

◦佐藤幸彦会長エレクト
　続きまして、会長エレクトとして報告させていただ
きます。一年間、活動させていただきましたが、会長
職というのは高畠会長、車田幹事を見ながら本当に大
変だなと痛感しておりました。コロナ禍の中、ハイブ
リット例会等の継続により、例会の中止になることが
なく出来たのは、ＩＴ委員会を中心としたメンバー
の皆様のご協力であったのかなと感じております。唯
一、年次総会。皆様もご記憶あるかと思いますが年次
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総会の時、本来であればここでやる予定でしたが、ボ
ヤ騒ぎがあり急遽ここが使えなくなってしまったんで
すが、すぐさま青木大会員が動いてくれまして、場所
手配いただき無事年次総会ができたというのが、本当
に当クラブの底力を感じた一年でありました。高畠会
長、車田幹事をはじめ、メンバーの皆様にはいろいろ
教えていただいた一年でありました。来年も一つよろ
しくお願いいたします。

◦バイク愛好会 金田昇副会長
　皆さん、こんにちは。バイク愛好会
としては、矢田部委員長が参加できな
いということで代読でさせていただき
ますが、特別今年度活動はしてなかっ
たです。去年の活動の年度末の活動以
来、地区とそれから全国にロータリー
クラブのバイク愛好会とあるのがわか

りました。事務局は北海道のパストガバナーがやって
まして、この組織はＲＩも含めて世界各国でバイクを
愛好しているロータリアンの集まりです。そちらと連
絡取ってますので、次年度以降またそういう事も一緒
にやれたらなというふうに思ってますし、ポリオデー
に何かバイクに関連するようなので、ポリオデーを盛
り上げるようなイベントでもできたらなというふうに
思ってます。今年度はたいした活動できなかったです
が、次年度に続くようにしていきたいと思いますの
で、またよろしくお願いいたします。

◦高畠裕会長
　皆様にご報告をさせていただければならない事が一
つありました。先週の例会終了後の理事会が開催され
た時の内容でございます。その前に、県南分区の新旧
会長幹事会がありまして、その席で白河西さんのほう
からガバナー輩出はどうなんでしょうかというふうな
お話があったところ、佐藤幸彦エレクトが喜んでとい
う感じで声を発したというふうなお話が事の発端でご
ざいます。そこで、我々のほうはガバナー候補になら
れる方というのは何名かいらっしゃいますので、どな
たがなるかということをその場では明言せず、できる
限り受けさせていただきたい旨を伝えて帰ってきた次
第でございます。先週の理事会において、理事の皆さ
んに当クラブからガバナーを輩出することに関して承
認をいただきました。本来であれば、その場ではなく
パスト会長会議か何かを開いて、そこでガバナーとし
ての候補者を擁立し皆様にご報告するところではあっ
たんですが、時間的な都合ということもあったもので
すから、理事会の席でガバナー候補者をどうしよう
かというふうな選定をしたところ、当クラブから金田
昇パスト会長にガバナーとして推薦させていただきた
い旨をお話をし、金田パスト会長のほうからもご承諾
を得ましたので、クラブとして正式に県南分区から金
田パスト会長をガバナー候補として推薦をしてまいり
たいというふうになった次第でございます。ガバナー
もなかなかなるチャンスというのがなくて、前回吉成
さんがガバナーになれるのかな、なんていうところま
で行ったんですが、残念ながら体調の不良もあったと
いうことで。今回、西クラブとして初めてのガバナー
輩出というふうになるチャンスでございます。ガバ
ナーになられた際には、クラブ皆さんの一人一人のご

協力が不可欠となります。ただ、65名のいるクラブか
らガバナーを輩出し、周りのクラブからもお手本とな
るようなそんなクラブであってほしい。そして、ガバ
ナーを輩出したクラブとして一生懸命ロータリー活動
に邁進していくクラブで在りつづけたい。そういった
思いも込めまして、金田さんには大変ご苦労をかける
ところではございますが、是非ガバナーになられまし
たら我々を信用していただいて、県南地域を含めロー
タリーの為に、そして地域のために、世界のためにと
いうことでご尽力いただき、それを我々がサポートさ
せていただくような方向で進めていきたいと思います
ので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。こち
ら、皆様のほうに大変重要なお知らせでございまし
た。どうぞ今後ともガバナー輩出に向けて、ご協力の
ほうよろしくお願いしたいと思います。
　来週は、私と車田幹事の一年の回顧ということで、
いろいろなお話させていただきたいと思いますが、今
うちの車田幹事が委員会報告を代読していただきまし
たが、本日所用があって皆様欠席ということではあり
ました。ただ、やはりこれは私の政府でいう任命責任
の問題かなと思います。私が選んだ人たちが意図的
に今日欠席なのか、あるいは来週再来週あたりに期待
していいよという意味での欠席なのか、ちょっとその
辺はわかりませんが、次年度の佐藤幸彦会長の時には
どの委員会の委員長さんも自らの口で発表していただ
けるような、そんなクラブであってほしいなというふ
うに思っております。一年間、皆様には大変お世話に
なりました。本当に私と車田幹事とで一年間やってま
いりましたが、今まで歴代会長さんたちがどのくらい
の苦労をされて、どういった思いでクラブ会長を務め
てきたのか。そして、休みたくても休めないような状
況もあったというふうなところも、今回一年間で大変
よく体で感じるところがありました。そして、ギリギ
リで滑り込みでこうやって西山さんのような女性の会
員の方が入会を目指して来ていただけるということも
含めて、私にとっては充実した一年でありました。た
だ、皆様にとっては私のいろいろまだまだ勉強不足の
ところもありましたので、大変ご迷惑をかけたところ
もあったと思いますが、うちの車田幹事が頑張ってく
れたので、その辺は許していただければなというふう
に思っております。本当に一人一人の会員の皆さんが
こうやって参加してくれることで、何となく会が盛り
上がり、そしてやりたい事もやれる、言いたい事も言
わせていただける、そんな一年間でした。今後、佐藤
幸彦さん、そして阿部克弘さんといろいろ会長が続い
ていくわけではございますが、会長が終わったからこ
そ協力をしなければ沢山いけないところがあるんだな
というふうに今回感じました。ですから、今までだら
だらしてた会長やる前の年よりも、会長終わった年の
ほうが協力的だというふうに思ってもらえるような、
そんな会長終わった後の年度を迎えていきたいなとい
うふうに考えております。本当に皆様にはコロナ禍で
ありながらも、こうやって例会に参加していただいた
事を心から感謝申し上げ、ここであまり喋っちゃうと
来週喋ることなくなっちゃうので、この辺でやめさせ
ていただきたいと思います。来週ゆっくりお話させて
いただきたいと思います。ありがとうございました。

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/


